
５月２４日（日）の運動会は、数日前ま

で天気予報に頭を抱えていたのが噓のよう

な絶好の運動会日和に恵まれ、たくさんの

保護者の方、地域の方のご参観を得て開催

することができました。 

今年度の運動会のスローガンは「がんば

った先のトロフィーをめざし、最高に楽し

い運動会をみんなで作ろう」でした。この

スローガンどおり、赤組も白組も最後まで

優勝目指して全力で頑張りました。優勝は

赤組でしたが、白組も優勝に勝るとも劣ら

ない立派な頑張りを見せました。 

競技である以上、勝敗がつくのは仕方な

いことですし、結果は結果として受け止め

なければなりません。しかし、何よりも大

切なのは、その結果に至るまでのプロセス

です。赤組も白組も、運動会当日はもちろ

ん、２週間にわたる練習の中で、一人一人

が優勝めざして心を一つにし、全力で頑張

ったこの経験は、必ず今後の学校生活、さ

らに言えばこれからの人生に生かされるは

ずです。み～んな、まんまる笑顔の運動会

でした。 

最後になりましたが、保護者の皆様、地

域の皆様には、市民一斉清掃という大変お

忙しい中、子どもたちに笑顔で応援してく

ださり本当にありがとうございました。皆

様方の応援は、子どもたちにとって最高の

エネルギー源になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６年生の頑張りは、裏へ） 

 

みんな まんまる笑顔の運動会 

○みんな楽しく ○な○んでもチャレンジ ○まんまる笑顔の 

みなんまの子 
校 長   大草 修三 

南島原市立南有馬小学校 

令和８年５月29日（金） 

南有馬小学校だより №７ 

１年生が随分

たくましくな

りました。立派

なみなんまの

子どもです。 

昼休みも練習し

たカリスマック

ス！２年生の笑

顔がとても素敵

でした。 

３年生のかわ

いいミニタイ

フーンが、運動

場を駆け回り

ました。 

本当に楽しそう

に踊る４年生！

見ている方も思

わず体が動き出

しそうでした。 

バトンパスが

上手になった

５年生。リレー

も見ごたえが

ありました。 



下級生に応援を教えるのは難

しかったし、うまくいかないこ

とがたくさんあったけど、君た

ちが６年生だったからこそ、み

んなが心を一つにすることが

できました。ありがとう。 

感動をありがとう！ 

君たちの頑張りに、心の中で「モ

ッテコーイ！」を何度も叫びま

した。 

 

右の QRコードをス

マートフォンなどで

読み取っていただく

と、南島原市のホー

ムページに掲載され

ている南有馬小学校の学校だよりのページ

が開きます。配付した学校だよりは白黒で

すが、ホームページに掲載しているものは

カラーです。よろしければご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２８日（木）、ソーラン節で使った法被

の洗濯を、６年生が洗濯しました。そ

の際、婦人会の三澤さん、小渕さん、

藤原さんが手伝ってくださいました。

本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

たくましさ 見っけ！ 
 ５月２７日（水）、朝から雨が降っていました。子どもたちが登校する時間帯になる

と雨脚が強くなりました。私は、「さすがに今日は歩いてこないだろう。」と思いながら

校門に向かいました。傘をしているだけでもズボンの裾が濡れてしまうほどの雨。車が

通るたびに、横断歩道にたまった水が、容赦なく私の方に飛んできます。 

 そんな中、子どもたちが歩いて登校してきました。遠くに子どもたちの姿が見えた瞬

間、決して大げさではなく、私は胸が熱くなりました。歩いてきたのは、１つの登校班

だけではありません。次から次に、いつものように子どもたちが登校班で、あるいは一

人で歩いてきました。おそらく、スクールバスで登校する子どもたちの中にも乗車場所

まで歩いて行った子どももいることと思います。こんなに雨が降る中、自分の足で歩い

てくる子どもたち、その子どもたちを家から送り出してくださる保護者の方、本当にす

ばらしいです。子どもたちが「校長先生、濡れてしま 

いました。」とニコニコしながら話しかけてくれまし 

た。私は「よー来た、よー来た。がんばったね。」と言 

うのが精一杯でした。 

 本校の目指す児童像の中に「たくましく」がありま 

す。たくましい子どもがすくすくと育っていることを 

感謝するとともに、誇りに思います。 


